




Bemerkungen uber die Struktur des asthetischen
Urteils in Kants "Kritik der Urteilskraft"














って判定する能力である.かかる満足の対象が美と名づけられる,<2)J (Geschmack ist das
Beurteilungsvermogen eines Gegenstandes oder einer Vorstellungsrt durch ein Wohl一



























































いる. - 「美とは,概念なしに普遍的満足の対象として表象されるものである(ll)」 (Das

























求」 (ein Anspruch auf Giiltigkeit fiir jedermann),換言すると「主観的普遍性への要求hS)」.






















































の,対象の合目的性の形式である.糾」 (Schonheit ist Form der Zweckm云Bigkeit eines































































的能力の遊びにおける調和の感情(das Gefiihl jener Einhelligkeit)であり,又この調和が
我々によって感じられうるから(84)」である.
かくして,夫とは,目的なき合目的性として,形式的合目的性である.こうしたカントの定
義に完全に合致するような純粋な美は, 「白由美」 (freie Schonheit: pulchritudo vaga)であ



























人が同意せねばならない,という必然性Ceine Notwendigkeit der Beistimmung aller zu
einem Urteil)的」なのである.だからそれは,無条件に妥当する法則的な必然性ではなくし
て,条件付き(bedingt)の主観的必然性なのである.


















ために全ての人に共通する根拠(Grund, der alien gemein ist.)を有する的」と考えたが故
にである.では,趣味判断の範例的必然性を可能ならしめるところのかかる「全ての人に共通
する根拠」とは,何であるのか.




































































ll) Kant: Kritik der Urteilskraft. (Philosophische Bibliothek-Ausgabe). s. 4引用の頁付は,以
後全て原版のものである.尚,引用文中の傍点は全て論者によるものである・
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